
東北大学「社会にインパクトある研究」 ～持続可能で心豊かな社会の創造～

令和３年度における活動実績・成果の概要

新しい価値観に根差した持続可能な社会の実現

令和３年度採択 JST共創の場形成支援プログラム（COI-NEXT）地域共創分野（育成型）での研究活動

近年、日本の沿岸域では、温暖化や黒潮の蛇行など海洋環境の変化に伴い、急激な生態系変化が見られます。これまで南方に生息して
いた魚が北部で水揚げされるなど、魚種交代といわれる現象も報告されています。また、沿岸部では磯焼けと言われる藻場の喪失も地域
によっては深刻な問題となっています。更に沿岸の酸性化でアサリなどの貝が育たなくなり、海の貧栄養化の影響等で海藻類の色落ちな
ど、海産物の成長が阻害される課題も抱えています。一方、世界では食料生産量の約3分の1が毎年廃棄されているとの指摘があり、日本
においても毎年多くの食品が廃棄されています。

持続可能な形で未利用資源を利活用するには、農
水産資源管理とサプライチェーンのグリーン化が
重要です。食材の輸入先での環境負荷への配慮、
供給されている食材の向こう側にどのような環境
保全型のアクションがあるのか、そして消費者も
自分たちが食材を消費するということはどのよう
な環境保全行動に繋がっているのか、そのつなが
りやコストについて理解する必要があるのです。
「美食地政学」は、食に関わる多様な知を集結し、
持続可能な食を実現するための概念です。本プロ
ジェクトでは、「美食地政学」という新たな概念
をもとに、産学官の協働により、これらの問題共
有・意識啓発を通じて、一次資源供給・消費に関
わる環境管理・保全、未利用資源の活用、流通、
提供のサプライチェーンを通じた「職」をグリー
ンジョブとして位置づけ、地域における将来世代
の就労機会の確保に向けて、共創教育プラット
フォームの形成を行い、若手人材のキャリアアン
カーになるようグリーンジョブマーケットの醸成
を目指します。

美食地政学という新たな概念
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仙台市たまきさんサロン講座の開催～プラスチックとのつきあいかた
①2021/12/4
• プラスチックスマート講座第１弾は、マイクロプラスチックで万華鏡を作るワークショップを開催
しました。コロナ禍で人数制限での開催で、抽選になってしまいましたが、当選した親子の皆様に
ご参加いただき開催しました。環境科学研究科が連携協定を締結する沖永良部島では、多くのプラ
スチックごみが漂着します。紫外線や波の影響で細かくなった色とりどりのプラスチックが浜辺に
散乱しています。松八重教授の講義で学び、万華鏡づくりを楽しんでもらいました。

②2022/3/6
• プラスチックスマート講座第２弾は、オリジナルエコバックを作るワークショップを開催しました。
今回もコロナ禍で人数制限での開催でしたが、９組の親子の皆様にご参加いただきました。今回は
小学校１年生から３年生の、小さい子どもたちを対象に実施しました。最初に少しお勉強の時間と
して、海のゴミの問題についてお話しました。型紙を使ったり、そのまま描いたり、みつろうクレ
ヨンでお絵描きし、オリジナルのエコバックを作りました。

プラスマ映像制作～プラ無し生活やってみた
• 普段なにげに暮らしている私たちですが、プ
ラスチックを避けた生活は困難です。海洋ご
み問題や、マイクロプラスチック問題が取り
上げられる中、日本の学生と海外に住む若者
が、プラスチックを使わない生活にチャレン
ジし、そのなかで気づいたことを、みんなで
語り合ってもらいました。暮らし方のヒント
も含め、様々な気づきがあったようです。日
本とカンボジアの環境の違いや、価値観の違
いなどを体験してもらうことで、これからの
暮らしで、賢いプラスチックとのつきあい方
を考えるきっかけになったようです。

出前授業
高校向けSDGs講義
子どもの未来SDGs教育など実施
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